
  

 

 

 

時間の確保。 

５月 1８日 命を守るための研修を行いました 

水泳指導に備え、熊本市消防局の救急隊の方々

を講師にお迎えし、心肺蘇生法の研修を行いまし

た。体育館では心臓マッサージやＡＥＤの使い方を

一人一人が実技で確認し、その後、プールでは水中

事故を想定したシミュレーション訓練を実施しまし

た。児童の発見から救助、心肺蘇生、通報に至るま

での一連の流れを実際の動きとして確認するとと

もに、通報係やＡＥＤ搬送、応援職員の参集など、それぞれの役割を明確にし、

学校全体で連携して対応する体制を共有しました。 

■事故を防ぐための「あたりまえ」の徹底 

本研修は「いざというとき」に備えるものですが、私たちが何より大切にしているのは、こうした対応を使わなく

てすむ状態をつくることです。子ども一人一人の体調把握や泳力の見取り、人数確認、環境確認といった、“あたり

まえのこと”を確実に積み重ねることこそが、事故防止の土台になると考えています。 

■ご家庭とともに守る安全 

安全な水泳指導のためには、ご家庭のご協力も欠かせません。プールカードへの記入や朝の体調確認（睡眠・食

事・体調）、用具の準備など、日々の丁寧な確認をお願いいたします。「今日は入水してよい状態か」を学校と家庭

の双方で確かめていくことが、子どもの命を守ることにつながります。 

 

■プールで育てる「命を守る力」 

水泳学習は、泳力の向上だけでなく、水に慣れること、安全に行動すること、自分の状態に気づくこと、危険を感

じたときに適切に行動することなど、水の中で自分の命を守る力を育てる機会でもあります。今回の研修で得た

学びを、日々の指導の中で着実に生かしてまいります。 
 

５月１９日 １年生に iPad を配付しました 

１年生に iPadを配付しました。熊本市の ICT教育の取組に基づき、これか

らの学びに活用していきます。「なぜ iPadを使うのか」「どのように学びに生か

していくのか」といった基本的な考え方に触れながら、教室では最初の使い方に

ついて簡単な説明を行いました。子どもたちは、初めて手にする端末に、どきど

き・わくわくした表情で意欲的に取り組んでいました。 

わくわく油田プロジェクト 

家庭で出た使用済みの油を学校に持ち寄る取組です。月１回、回収に来

られます。本日２０日の朝、北昇降口（１年生）で受け付けました。ご協力

ありがとうございました。  初回はまだ少なめ・・・奮ってご参加を・・ 
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